


「皆さんが住む地域の課題は何ですか？」　
「えっ？自分の町内には無いと思うけど・・・」
 

そうでしょうか・・・課題を抱えている人は、
周囲から気づかれにくい傾向があるため、なかな
か表に出ない、見えないのかもしれません。

例えば、孤立する高齢者、貧困家庭の子ども、
虐待を受ける女性、障がいのある子どもの居場所
など、「生きる」ことそのものに課題を抱えている
人達が少なからず存在します。

また、都市部でも高齢化が進み、労働人口の不
足から、それにかかわる人手不足が慢性化してい
るという課題もあります。

 
もし、このような課題に気づいた時、皆さんは

どのように思いますか？
「支援が必要ならばすべて行政がしてくれる」の

でしょうか。確かに制度や施策が進み、課題が解
決された分野もありますが、まだまだ課題は山積
しています。

そのような中、課題を抱える人々に寄り添い、
その人らしく生きていくことを目指し、活動して
いるNPOがあります。行政からお金をもらい活
動している団体ではありません。自ら課題を見つ
け、自らの責任と信念のもとに活動している団体
です。

とても大事な、とても重要な活動ですが、市民
の皆さんからの支持や支援なしには、長期にわ
たって活動を継続することができません。

内閣府が平成26年度に実施した「市民の社会貢
献に関する実態調査」によると、寄附を行った理
由としては、「社会の役に立ちたいと思ったから」

（65.9％）が最も多くなっています。
一方で、寄附を妨げる理由としては、「寄附を

しても、実際に役に立っていると思えない」や「寄
附先の団体・NPO等に対する不信感があり、信頼
度に欠ける」という回答が3～4割に上っています。

NPOに対する信頼を獲得することが寄附の前
提です。その点、宮城県や仙台市が活動実態を確
認し、税の優遇を認めた認定NPO法人は、信頼
が高い団体と言えます。平成28年2月末現在、宮
城県内には19の認定NPO法人（※）があります。
この認定NPO法人制度は、認定NPO法人に寄附
をした場合、寄附者が翌年に確定申告をすると、
その額に応じて税金が戻ってくるという仕組みに
なっています。

これから県内のすべての認定NPO法人をご紹
介しますので、皆さんが応援したい団体を選んで、
地域を支える活動を継続できるよう、ご寄附によ
る応援者となってくださることを期待しています！

認定NPO法人制度とは…
●「運営組織及び事業活動が適正であり公益の増進に資する」
と所轄庁から認定を受けたNPO法人
●様々な優遇措置で、NPOの活動支援を行う制度

寄附金に対する特例処置
◆個人が認定・仮認定NPO法人に寄附をした場合（確定申告）
　⑴寄附金控除（所得控除）
　　特定寄附金の額の合計金額—2,000円＝寄附金控除額
　⑵認定NPO法人寄附金特別控除（税額控除）
　　（認定NPO法人に対する寄附金額の合計額—2,000円）×40％＝税額控除額
◆法人が認定・仮認定NPO法人に寄附をした場合
　一般寄附金の損金算入限度額の枠が拡大

（※）認定NPO法人には、仮認定NPO法人を含みます。
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